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副題

■１.安全・安心 ■５.公共工事の品質確保・向上 1

■２.環境 □６.景観 2

□３.情報化 □７.伝統・歴史・文化 4

■４.コスト縮減・生産性の向上 □８.リサイクル 番号： 5

□1.省人化 ■5.耐久性向上 □9.地球環境への影響抑制 2
開発目標 ■2.省力化 □6.安全性向上 □10.省資源・省エネルギー 3
（選択） ■3.経済性向上 □7.作業環境の向上 □11.品質の向上 5

□4.施工精度向上 □8.周辺環境への影響抑制 □12.リサイクル性向上 番号：

従来技術名：

1.経済性 ■1.向上（28.9％）　□2.同程度　□3.低下（　％）　番号： 1
2.工程 ■1.短縮（48％）　□2.同程度　□3.増加（　％）　番号： 1
3.品質・出来型 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
4.安全性 □1.向上　■2.同程度　□3.低下 番号： 2
5.施工性 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
6.環境 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
7.その他 □1.　（定義済みの値なし） 番号： 1

開発体制 番号：

開発会社 長寿補強土
株式会社

販売会社 長寿補強土
株式会社

協会名 ネイリング長寿命化推進会議

会社名： 住所：

技術 担当部署： TEL：

FAX：

担当者名： mail:

会社名： 住所：

営業 担当部署： TEL：

FAX：

担当者名： mail:

（概要）

1）何について何をする技術なのか？
　極表層の落石や崩壊およびクラックが入ったモルタル吹付工斜面を経済的に対策する
工法で有る。しかも、100年以上の高耐久性仕様である。
２）従来はどのような技術で対応していたのか？
　モルタル吹付工の法面は、表面の増し打ちや背面へのグラウト注入が行われていたが
㎡単価が2万円を超える。一方、本工法は、㎡単価が0.96～2.0万円と経済的である。
３）公共工事のどこに適用できるのか？
　老朽化したモルタルの補修に適用できる。クラックが入ったモルタルが落下しない様
に防護する。

静岡県下田市柿崎39番37号

技術営業 0558-23-2176

井出米造 ide@ivic-corp.com

株式会社アイビック
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■1.工法　□2.機械　□3.材料　□4.製品　□5.その他

問合せ先

長寿補強土株式会社 鹿児島市皇徳寺台4-51-7

技術部
099-275-9234

三田和朗

099-275-9234

0558-23-2163

mita@tyoju.co.jp

変更受付年月日

極表層の落石や崩壊を防止する長期耐久性工法 開発年
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新技術概要説明資料（１／５）

名称 長寿金網防護工
収受受付年月日 令和7年8月8日

番号：
1

1-1-3.共通工／法面工

評価（事前・事後）

分類

■1.単独 □2(1)共同研究(民民) □2(2)共同研究(民官) □2(3)共同研究(民学)

― ―

活用の効果

現場打ち吹付法枠工



長寿金網防護工 登録No. 1833

（特　徴）

（施工方法）

（施工単価等） 1

その他（カタログなど）

積算資料等

施工管理基準資料等

A-2

①ロックボルトを鉄筋挿入工の工程で地山に固定する。
②網固定ブロックをロックボルトの頭部に設置。
③網固定ブロックを利用し網を敷設。
④網の上にプレートとキャップを固定する。
⑤網をコイルで連結する。

■1(1).歩掛りあり（標準）　□1(2).歩掛りあり（暫定）　□2.歩掛りなし

①ロックボルト工事の積算には市場単価を適用可能
②上記以外の労務費は、追加頭部処理工　2,274円/1箇所　金網敷設工1,111円/㎡
③資材単価　・D19エポキシ樹脂塗装ロックボルトL=1.0ｍ　3,912円/本
　　　　　　・長寿キャップ付きナット　メッキ+ＰＶＢ樹脂　4,200円/本
　　　　　　・長寿金網　線径2.8㎜（IR被覆鉄線金網）2,863円/㎡
　　　　　　・網固定ブロック　ガラス繊維混入コンクリート　4,200円/個　など

積算資料（　有　・○無　）　掲載品目（　　　　　　　　　　　　　）
長寿補強土株式会社のホームページ掲載
https://tyoju.co.jp/_choki_kanaami/
）

新技術概要説明資料（２／５）
新技術名称

(短所)
①深い崩壊には対応できない。

（長　所）
①深さ50㎝程度までの表層崩壊を従来工法より低コストで抑止できる。
②金網は、直射日光が当たる箇所でも100年以上の耐久性があり、その他の部材もエポキシ樹
脂塗装鉄筋・ガラス繊維コンクリート・メッキの上にさらにPVB樹脂を焼き付けた製品を使用
し非常に耐久性が高い。
③老朽化したモルタル法面の安全対策に効果である。

掲載刊行物
建設物価（　有　・○無　）　掲載品目（　　　　　　　　　　　　　）

標準積算資料を弊社ホームページの下記サイトで公開中。
https://tyoju.co.jp/_choki_kanaami/dl.html
資料を添付する(添付書類１)。

施工管理資料を弊社ホームページの下記サイトで公開中。
https://tyoju.co.jp/_choki_kanaami/dl.html
（NEIS登録した長寿命補強土植生型QS-150043 -Aと同じ管理法）
資料を添付する(添付書類１)。



登録No. 1833

（適用条件）

（設計上の留意点）

（施工上・使用上の留意点）

（残された課題と今後の開発計画）

（実験等作業状況）

（添付資料）
実験資料等

その他

特　許 ■1.有り（番号:　　）□2.出願中　□3.出願予定　□4:無し 番号 1
特許番号 PAT 6291697

実用新案 □1.有り（番号:　　）□2.出願中　□3.出願予定　■4:無し 番号 4
新案番号

建設技術評価制度番号 民間開発建設技術の審査証明番号

証明年月日 証明年月日

評価・証明
制度等の名称 証明機関

制度等の名称 制度等の名称

制度名、番号 制度名、番号

その他の
制度等に 証明年月日 証明年月日

よる証明
証明機関 証明機関

証明範囲 証明範囲

１）残された課題　金網の崩壊抑止効果を明らかにする。
２）開発計画　現時点では無い。

本工法は、切土補強土工である長寿命補強土植生型の補強材長を短くして、ピッチを水平間隔で最
大2.0ｍまで取れるようにした工法である（添付資料2）。

耐久性に関する実験データを添付する（添付資料3）。

エポキシ樹脂塗装鉄筋の取り扱いでは、皮膜を損傷しない様に、ロックボルトが長い場合は2点吊
りとし、短い場合もナイロンスリングを用いて皮膜が損傷しない様にする。鉄筋などの打撃以外で
は損傷は発生しないが、1㎟以上の塗膜損傷が発生した場合は、専用塗料で修復する。

（適用できる条件）
厚さ0.5ｍ以下の表層崩壊や吹付モルタルのコンクリート片の落下防止対策に適用。
削孔長0.5ｍ以上2.0ｍ以下
適用勾配は、原則として1：0.5より緩い現場

ロックボルトの最大縦間隔は5.0ｍで、横ピッチは、1.5ｍと2.0ｍから選択できる。
崩壊厚さが0.5ｍを超える場合は、ほぼ同じ資材を使用する長寿命補強土植生型を適用する。

新技術概要説明資料（３／５）
新技術名称 長寿金網防護工
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（適用できない条件）
厚さ0.5ｍを超える崩壊が発生する恐れがある現場。
地山が急速に劣化する泥岩などでモルタル吹付工事が実施されていない現場。
施工箇所に網を敷設できる程度まで樹木を伐採することが困難な現場。



A-4

登録No. 1833

実績件数 公共機関： 1 民間：

発　注　者 施工時期

鹿児島県　姶良地域振
興局

2023年1月
県単林道整備事業　瀬戸平山1号支
線

施
工
実
績

新技術概要説明資料（４／５）
新技術名称 長寿金網防護工

工　事　名 CORINS登録No.

不明
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金網を網固定ブロックに固定 メッキにPV樹脂を焼き付けたプレートとキャップ

長寿金網（IR被覆鉄線金網） 金網固定中

#VALUE!

長寿金網防護工は赤い線の範囲 赤枠内がモルタル剥離への対応範囲

新技術概要説明資料（５／５）
新技術名称 長寿金網防護工

A-5


